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第２四半期業績予想と実績値との差異及び 
通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年４月 11 日に公表いたしました平成 29 年３月期第２四半期累計期間（平成 28 年３月１日～

平成 28年８月 31日）の業績予想と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせします。 

また、平成 29 年３月期（平成 28 年３月１日～平成 29 年３月 31 日）通期業績予想を、下記の通り修正いたしま

すので、併せてお知らせいたします。 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 

（１）平成 29年３月期第２四半期累計期間の業績予想 と実績値との差異 

   （平成 28年３月１日～平成 28年８月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当り 

当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 5,100 百万円 90 百万円 70 百万円 30 百万円 2.83 円 

 実  績  （ Ｂ ） 5,145 百万円 △355 百万円 △390 百万円 △567 百万円 △53.52 円 

増   減   額  （Ｂ－Ａ） 45 百万円 △445 百万円 △460 百万円 △597 百万円 － 

増  減  率（％） 0.9 － － － － 

（ご参考）前期実績      
（平成 28 年２月期） 

5,511 百万円 73 百万円 58 百万円 6 百万円 1.31 円 

 

（２）平成 29年３月期通期業績予想の修正 

   （平成 28年３月１日～平成 29年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当り 

当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 10,400 百万円 180 百万円 130 百万円 40 百万円 7.92 円 

今 回 修 正 （ Ｂ ） 11,100 百万円 △310 百万円 △380 百万円 △640 百万円 △50.41 円 

増   減   額  （Ｂ－Ａ） 700 百万円 △490 百万円 △510 百万円 △680 百万円 － 

増  減  率（％） 6.7 － － － － 

（ご参考）前期実績      
（平成 28 年２月期） 

10,934 百万円 91 百万円 59 百万円 △142 百万円 △28.22 円 

（注）前回予想は、平成 29 年２月期で予想しておりましたが、今回修正は、平成 28 年６月 27 日に開示の「決算期（事業年度末） 

の変更及び定款一部変更に関するお知らせ」のとおり、平成 28年３月１日から平成 29 年３月 31日までの 13 ヶ月の変則決算 

となっております。 

 



 

２．差異及び修正の理由 

  当社は、平成 28年５月 26 日開催の株主総会にて、RIZAP グループ株式会社との資本業務提携契約の締

結及び第三者割当による新株式発行増資が決議承認され、RIZAP グループ株式会社の連結子会社となって

おります。こうした背景のもとで、迅速な業績回復を目指し、営業不振店の退店や滞留在庫処分に積極的に取

り組んだ結果、粗利益率の低下や平成 28年７月 11日に公表しました「特別損失の計上及び繰延税金資産の

取り崩しに関するお知らせ」のとおり、第１四半期累計期間において特別損失を計上したこと、および繰延税金

資産の取り崩しをしたことにより、当第 2 四半期累計期間の業績は当初の予想を下回る結果となりました。その

後、営業組織の再編や業績回復に向けた店舗在庫の適正化、VMD（ビジュアルマーチャンダイジング）強化の

施策等、具体的な業績回復シナリオに取り組んでおります。 

  通期の業績予想につきましては、上記業績をふまえ、下期からの改装等『Passport』ブランドのリブランディ

ングの施策による包装費や減価償却費等の費用の増加やセールスプロモーション等の効果を勘案し、更に平

成 28年６月 27日に開示しましたとおり、決算期変更に伴う影響額を見積もり修正いたしました。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、当社が本資料の作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。

実際の業績は、当社を取り巻くさまざまな要因により、記述されている業績見通しとは異なる可能性があります。 


